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○教材として使用する野菜に、気づけばヒントとなるような部位を残したまま提示する。

（例えば、タマネギの場合には、葉と根がついたものを用意する。）

４ 本時の学習過程

１ 既習内容の簡単なふりかえり

２ 本時の目標提示

被子植物の特徴について理解し、身近な野菜を分類できるようにしよう

＜みつける＞「個人→グループ」

３ 被子植物の分類方法について各自まとめをし、グループ内にて確認をおこなう。

＜高め合う＞「全体→グループ」

４ 被子植物の分類のポイントについて全体で確認する。

５ 分類の確認方法についてグループで話し合い、実験方法について確認する。

６ 各グループで考えた方法で野菜の分類を行い、ホワイトボードにまとめる。

＜まとめ＞「全体→個」

７ 野菜の種類と分類したポイントの確認を行い、可食部がどの部位か確認する。

＜ふりかえる＞「個人」

８ 本時学習した内容を振り返る。
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５ 考察および今後の課題

（１）子どもの姿

近年、教育現場のみならず様々な場面で知識先行型の子どもを多く見かけるようになった。その様な子ど

もの場合知識が優先され、体感する事をないがしろに考えている傾向にある。実際に実験をさせてみると技

能が伴っていないことが多く、知識と経験が結びついていないケースが多々ある。今年は１年生を主に３ク

ラス受け持っているが、皆とても素直で、理科実験や現象に興味を持っている子どもも多くいる反面、小学

校時代から理科に対する苦手意識を持ち続けている子どもも少なくない。そこで、理科授業が日常生活の現

象と結びつけば理科の苦手意識を払拭させることが出来ると考え、日々、日常生活と結びつくような授業展

開を考えている。

（２）実践内容

（単元）今回実践した単元は、被子植物の分類の単元である。子どもたちはこれまでに、被子植物の体の

つくりの特徴を学び、グループごとの特徴について学習してきている。そこで導入で被子植物の分類群ご

との特徴をもう一度体系的に学び、実際に普段の生活で目に入る野菜をこれまでに得た知識で（葉脈、維

管束、根の作りなど）分類させた。最終的には野菜の分類名と可食部について考えさせ、グループごとに

ホワイトボードにまとめ発表させ、意見の共有をはかった。

（教材）使用した教材は、ブロッコリー（離弁花類；花・茎・葉）、アスパラガス（単子葉類；花・茎・

葉）、キュウリ（合弁花類；果実）、タマネギ（単子葉類；茎・

葉）であり、キュウリは茎を（花弁が残っているものはそのまま

使用）、タマネギは根が付いたものを使用した。食紅、カミソリ、

ルーペ、顕微鏡を準備し自由に解剖したりして観察することを許

可した。

（子どもの反応）分類に関しては、問題なく正解できた。しかし

可食部では、ブロッコリーやアスパラガスが花や葉まで食べてい

る事までに気づくグループは限られていた。加えて、タマネギは

葉の部分を食べている事実を知らせると、みな一様に驚いていた。

（３）日常生活と関連した授業の効果

実際に授業で習ったことを生かす実践を取り入れたため、子

どもたちの達成感や満足度は非常に高い結果となった。ふりかえりカードに書かれた意見を取り上げると、

「自分が学んだ知識が使えて良かった」や「これから道端に生えている草を分類しながら歩きたい」など

の効果をうかがわせるようなものがあった。さらに「野菜も植物だということが分かった」などの意見も

あり、今回の授業の効果を感じさせる意見である一方、いかに普段の生活が授業と結びついていないかが

分かる意見でもあった。

（４）今後の課題

上記のふりかえりカードの意見から日常生活と理科の授業の乖離が明らかとなり、明確な今後の課題で

あることが伺える。その為、実験に日常に即するものをなるべく取り入れる努力が必要であると考えられ

る。加えて、日々の授業からちょっとした発言などで日常で体験している事柄などを例に挙げ、いかに普

段の現象と理科の授業で学んでいることが結びついているのかを実感させる必要もあると考えられた。

タマネギの断面図。断面部底部に見える部分

が茎であり、その部分からひげ根が出ている。
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Unit 5 Electronic Dictionaries - For or Against -

T or F, Q & A

T or F, Q & A

T or F, Q & A

Part 1
Part 2

18 T or F, Q & A
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